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日本医理工連携 特定認定再生医療等委員会

第64回 議事録要旨

日時 2025年9月30日(火) 18:00

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 変更審査

出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工

委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理

委員 山下先生 生物統計

委員 難波委員 一般

案件1：慢性疼痛に対する自己脂肪由来幹細胞による治療（PB3240101）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 慢性疼痛に対する自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB3240101

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件2：慢性関節炎に対する自己脂肪由来幹細胞 を用いた治療（PB3240317）
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再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 慢性関節炎に対する自己脂肪由来幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240317

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件3：脳卒中に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB3240183）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 脳卒中に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240183

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件4：脊髄損傷に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB3240184）
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再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 脊髄損傷に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240184

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件5：脳卒中に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB3240282）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 脳卒中に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240282

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件6：脊髄損傷に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB3240283）
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再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 脊髄損傷に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240283

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件7：慢性疼痛に対する自己骨髄由来幹細胞を用いた治療（PB3240284）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 慢性疼痛に対する自己骨髄由来幹細胞を用いた治療

計画番号 PB3240284

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件8：神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB3240326）
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再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB3240326

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件9：神経変性疾患に対する自己骨髄由来幹細胞 を用いた治療(髄腔内投与)（PB3250017）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 神経変性疾患に対する自己骨髄由来幹細胞 を用いた治療(髄腔内投与)

計画番号 PB3250017

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件10：身体の加齢性変化(フレイルおよびプレフレイル)
に対する自己脂肪由来幹細胞による治療（PB3240327）
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再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 身体の加齢性変化(フレイルおよびプレフレイル)
に対する自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB3240327

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
Dクリニック東京の医師大量追加（10計画共通・変更届）について、久保委員・平野委員より追加医
師の経験・専門自体には問題ないが、多人数体制での勤務管理・シフト運用の実効性について懸念
が示された。山下委員・難波委員より複数クリニック兼務医師の勤務実態の把握、主治医変更時の
引き継ぎ体制の確立を求める意見があった。金田委員より、体制の適切性を示すため学会所属状況
・認定医数の提示を求める意見があり、山下委員より研修中の追加医師は経験ある責任者と共に診
療にあたるよう求められた。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

日時 2025年9月30日(火) 18:00

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 変更審査

出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工

委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理

委員 山下先生 生物統計

委員 難波委員 一般

案件11：神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB4230014）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB4230014
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事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件12：身体の加齢性変化(フレイルおよびプレフレイル)
に対する自己脂肪由来幹細胞による治療（PB4230013）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 身体の加齢性変化(フレイルおよびプレフレイル)
に対する自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB4230013

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件13：慢性疼痛に対する自己骨髄由来幹細胞を用いた治療（PB4240005）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 慢性疼痛に対する自己骨髄由来幹細胞を用いた治療

計画番号 PB4240005

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
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リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件14：脳卒中に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB4240018）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 脳卒中に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB4240018

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件15：脊髄損傷に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB4240017）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 脊髄損傷に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB4240017

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。
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結論
適

案件16：神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療（PB4240020）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 神経変性疾患に対する自己骨髄由来間葉系幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB4240020

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件17：慢性関節炎に対する自己脂肪由来幹細胞 を用いた治療（PB4250001）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 慢性関節炎に対する自己脂肪由来幹細胞 を用いた治療

計画番号 PB4250001

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件18：自家多血小板血漿(Platelet-rich plasma:PRP)
を用いた慢性関節炎の治療(関節内組織)（PB4240026）
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再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 自家多血小板血漿(Platelet-rich plasma:PRP)
を用いた慢性関節炎の治療(関節内組織)

計画番号 PB4240026

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

案件19：慢性疼痛に対する自己脂肪組織由来間葉系幹細胞 による治療（PB4240023）

再生医療等提供機関 医療法人社団交和会 リブラささしまメディカルクリニック

再生医療等の名称 慢性疼痛に対する自己脂肪組織由来間葉系幹細胞 による治療

計画番号 PB4240023

事務局受領日 202５年８月２５日

技術専門員 なし

議論の概要
リブラささしまメディカルクリニックの医師大量追加（9計画共通・変更届）について、Dクリニッ
ク東京と同様、追加医師の勤務管理体制・複数クリニック兼務の実効性、主治医変更時の引き継ぎ
体制について委員より懸念・改善要望が示された。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

日時 2025年9月30日(火) 18:30

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 変更審査
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出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工

委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理

委員 山下委員 生物統計

委員 難波委員 一般

案件20：アトピー性皮膚炎患者の主症状に対する
自己脂肪由来幹細胞による治療（PB3240085）

再生医療等提供機関 一般社団法人バイオリジェンクリニック

再生医療等の名称 アトピー性皮膚炎患者の主症状に対する
自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB3240085

事務局受領日 202５年９月３日

技術専門員 なし

議論の概要
治療費変更（200万円→300万円）に係る変更申請について、久保委員・平野委員より大幅な金額変
更の理由確認が求められた。難波委員より、多言語対応のホームページ状況からインバウンド患者
を想定した変更の可能性が指摘され、同意説明等の対応充実が求められた。宇都委員より事務局へ
金額変更理由の確認を依頼することとなった。

審議結果
今回審査した再生医療計画の変更につき 「承認」と判定する。

結論
適

日時 2025年9月30日(火)18:40

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 定期報告

出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工
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委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理

委員 山下委員 生物統計

委員 難波委員 一般

案件21：アトピー性皮膚炎患者の主症状に対する
自己脂肪由来幹細胞による治療（PB3240085）

再生医療等提供機関 一般社団法人バイオリジェンクリニック

再生医療等の名称 アトピー性皮膚炎患者の主症状に対する
自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB3240085

事務局受領日 202５年９月３日

技術専門員 なし

議論の概要
定期報告について、山下委員より効果評価に用いるIgE測定が1例のみで統計的評価が困難である点
、難波委員より教育研修の記載が具体性に欠ける点について指摘があった。久保委員・宇都委員よ
り、報告書記載の完了症例数（3件）と報告フォーム上の判定状況（経過観察中／完了2件）に不整
合があるとして再作成を求める指摘があった。難波委員より「帰国のため不明」とされた症例のフ
ォロー体制についても懸念が示された。

審議結果
報告内容が再生医療等の安全性の確保等に関する法律に適合しており、当該再生医療提供計画の継
続に問題はないと全員一致で認められた。

結論
適

日時 2025年9月30日(火)18:50

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 定期報告

出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工

委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理
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委員 山下委員 生物統計

委員 難波委員 一般

案件22：自己脂肪由来間葉系幹細胞を用いた 動脈硬化症に対する治療（PB3240054）

再生医療等提供機関 医療法人社団 T.O.P.ドクターズ 東京国際クリニック

再生医療等の名称 自己脂肪由来間葉系幹細胞を用いた 動脈硬化症に対する治療

計画番号 PB3240054

事務局受領日 202５年９月３日

技術専門員 なし

議論の概要
動脈硬化症治療の定期報告（45例・101件投与）について、久保委員より悪化例（14名・31%）への
今後の対応方針の確認があった。宇都委員よりCAVI数値の変動幅から有意差ありと言える症例が限
定的（6名）であるとして判定基準の見直しを求める指摘があり、金田委員・山下委員より、加齢に
伴う自然増悪傾向を踏まえると全体として現状維持〜改善トレンドが見られることは治療として有
効と評価できる旨の見解が示された。難波委員より、悪化と評価された患者への説明方法について
も確認があった。

審議結果
報告内容が再生医療等の安全性の確保等に関する法律に適合しており、当該再生医療提供計画の継
続に問題はないと全員一致で認められた。

結論
適

日時 2025年9月30日(火)19:00

場所 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ZOOMでのWEB開催とした

回次 第64回

審査区分 定期報告

出席委員

役割 氏名 専門領域

委員 宇都委員 分子生物学

委員 久保委員 細胞培養加工

委員 金田委員 再生医療

委員 平野委員 生命倫理

委員 山下委員 生物統計

委員 難波委員 一般
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案件23：慢性疼痛に対する自己脂肪由来幹細胞による治療（PB3240101）

再生医療等提供機関 医療法人社団ウェルエイジング Dクリニック東京

再生医療等の名称 慢性疼痛に対する自己脂肪由来幹細胞による治療

計画番号 PB3240101

事務局受領日 202５年８月２１日

技術専門員 なし

議論の概要
定期報告（報告症例数0件）について、久保委員より教育研修は実施されており問題ないが、翌年も
0件が続く場合は計画中止も検討されたいとの意見が出された。他の委員からは特段の指摘はなかっ
た。

審議結果
報告内容が再生医療等の安全性の確保等に関する法律に適合しており、当該再生医療提供計画の継
続に問題はないと全員一致で認められた。

結論
適


